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夏のある日、娘が我が家のテラスに現れた猫を、手なずけている。

この辺は野良猫が多く、猫はよく見るが声を掛けると、じっとこちらを見て警戒し、近づこうも

のならさっと逃げて行く。それが普通である。

娘は、前にも長い間をかけて、野良猫をようやく触れる様にまでした。しかし、その猫も、娘以

外には気を許す事は無く、ある日死んでしまった。

 
猫は三毛猫、野良猫と言うほど汚れてはいない。多少警戒はした様だが、以外に簡単に、娘は猫

を抱き上げた。私も妻も動物は好きである、すぐになでてやった。猫は、一瞬僅かに警戒するも

、この家族は大丈夫と分かったのか、我が家を一通り見て周り、我が家の室内犬に近寄って行

った。

我が家の犬は、気が小さく、最初は知らん顔していたが、猫が近づくと互いに鼻を付き合わせて

、臭いを嗅ぎあっていた。

少しして、猫は向きを変え、我が家の犬がまだ側に付いて、からだの臭いを嗅いでいても、一切

気にする事も無く、ゆっくりと外へ出て行った。

私は猫好きだが、私が出会った猫でこんなに穏やかで、警戒心の無い猫は始めてだった。きっと

、何処かの飼い猫で、犬も一緒に飼われているのだろうと思った。

 
その後猫は、我が家や我が家の周辺の森にいた。特によく見かけたのはテラスであった。

テラスの隅や手摺の上、ちょこんと座って森を見ているのである。獲物を探しているのかと思っ

ていたが、ほとんど動かず、まるで年老いた老人がたたずんでいる様で、私は不思議な感情を猫

から受け取っていた。

猫は数日して見なくなった。きっと、自分の家へ帰ったのだろうと思っていたが、４日目にまた

我が家へ現れ、それからは、我が家を遠く離れる事は無かった。

もう我が家の猫状態であった。

 
我が家は、小さな店をやっていて、植物の種子などの材料を多く保有していて、鼠が多く、良く

夜店に入れて、鼠除けをしてもらった。

餌と寝床をやる変わりに、たまに仕事をしてもらったのだ。

朝、店を開けに行き呼ぶと、小さな声で鳴きながらゆっくり出てくるのである。たまに、ドアの

所で待っている事もある。とにかく、穏やかな猫である。

 



 



日々、家の中やテラスで寝たり、森を眺めたり、森を散歩したりの毎日を過ごしている様だ。

良く、私が犬に紐を付けて散歩をして帰ってきたとき、家の近くの道に座り、私達が近づくのを

待ち、犬にちょっかいを出してはすぐに逃げて、遊んでいた。犬は無視をするか、困った顔を私

に見せていた。

猫が我が家に住みついて、３ヶ月ほどしたある日の朝、私がトイレに行っているとき、ギャンと

いう泣き声がして、居間に戻ると、我が家の犬が倒れ、呼吸もしてなく、目が回っている状態で

、喉に何か詰まらせたのかと必死に介抱したが、犬は数分で死んでしまった。どうも、本当は、

心臓が止まってしまったらしい。十三年一緒に暮らした犬で、とても悲しかった。それから２時

間ほどして、自宅の隅に犬を埋めようと、犬をタオルに包み、側において、泣きながら穴を掘っ

ていると、いつのまにか、猫が犬の側に座り、私の行いをじっと見ていて、全てが終わって私が

自宅に戻ってからも、そこにじっと座っていた。

まるで、友達と別れを惜しんでいるような姿だった。

 
それから１ヶ月ほどして、私は猫を病院に連れていった。

最近、寝ている事が多く、外に出てもテラスにいて、ひなたぼっこして寝ているか、座って森を

見ていることが多く、寒いせいかと思っていたが、食も細くなってきているし、痩せてきている

。

時折、変なくしゃみのような、咳のような仕草をする。娘に病院に連れてってと強く言われて、

ようやく私は、重い腰を挙げて病院へつれてったのである。車に乗せられる事など始めてだろ

うに、最初の３分ほどは、落ち着き無く車の中をうろうろ、でも、そのうち助手席のシートの上

で丸まって、落ち着きを取り戻した。

病院でも、他に犬や猫がいるのに、私の腕の中で寝ていた。

診察が始まり、猫の様子を私に聞いたり、身体の様子を見て｢先生は野良猫の２割は白血病で２割

はエイズ、酷い場合は両方掛かっている、可能性が強いので検査を」と言われ、検査してもら

った。

20分程で結果が出た。白血病であった。猫の年齢は一歳半は過ぎているとの事、2歳までは生きら
れないでしょうとの診察結果だった

。家に帰り、皆に話して、最後まで看取ってやろうと、自分に言い聞かせた。

それから、2ヶ月ほどして猫は、妻のうでの中で死んだ。最後の頃は歩く事も出来ず、鳴くのだが
、声にはならなかった。私は、犬の墓の側に猫を埋めてやった。

 
テラスに、黄昏る猫の姿を思いながら、猫はすべて分かっていたんだと、私も森を見た。



 

黄昏る猫

http://p.booklog.jp/book/66588

著者 : ジヴT
著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/kacyakacya/profile

感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/66588

ブクログ本棚へ入れる

http://booklog.jp/item/3/66588

電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）
運営会社：株式会社ブクログ

 

http://p.booklog.jp/book/66588
http://p.booklog.jp/users/kacyakacya/profile
http://p.booklog.jp/book/66588
http://booklog.jp/item/3/66588
http://p.booklog.jp/

